




















講演者 楊 瑞龍 中国人民大学経済学院長 
通訳  胡 霞  中国人民大学経済学院副教授 






通訳  田中雄三龍谷大学名誉教授 
日時  4 月 28 日(木)14:00- 
会場  時計台記念館国際交流ホールⅠ 

















































































 私は中国の高成長は今後も後 20 年程度は続くと予測しているが、そのときには日本やア
メリカの GDP を凌駕し、当然世界の政治的リーダーとならなければならなくなる。が、そ
うした中国の覇権を人々が恐れる理由のひとつには彼らの心性への不信があるのではない
かというのが私の感覚的な意見である。イラク戦争でもフランスのようにはアメリカに抗
しなかった中国は世界の人々にとって大義より自国の利益を優先する国であるように映る。
そして、これは小国である限り何の問題もない。が、世界を左右する大国が自国の利益を
しか考えないとしたらどうなるのであろうか。これは「共産主義」への恐怖ではなく、自
国本位主義への恐怖であるという意味で私はここで議論した中国人の心性問題の一部と考
えている。そして、もしそうであるのなら、こうした「中国問題」と真に戦ったのが毛沢
東であったということになる。毛沢東はこうして現在でもなお最高度に重要な研究対象と
して残されているのである。 
 
